
 

 

 

 厚労省より、健康スコアリングレポート（2022 年度実績分）が公表されました。 

 当健康保険組合の生活習慣の項目では、特に「喫煙習慣のリスク」「飲酒習慣リスク」に課題がありました。 

喫煙率は年々減少傾向にありますが、業務平均・全組合平均よりも高い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康スコアリングレポートの結果（2022 年度実績分） 



飲酒習慣においては、多量飲酒群（①飲酒頻度が毎日で 1 日あたりの飲酒量 2 合以上②飲酒頻度が時々で 1 日あ

たりの飲酒量 3 合以上の者）が約 2 割と、業態平均・全組合と比較しても高く、生活習慣と生活習慣病のリスク

保有者の割合をみると「肥満」・「肝機能障害」ともに適切な飲酒習慣の者よりも多量飲酒群の者の方がリスクが

高くなる傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


